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AVブームがブームを呼び、インターネット人口

は急激に増加しつつある。しかし、拡大し

ているのはユーザー数ばかりではない。ア

プリケーションも、日に日に進歩している。

Netscape、JavaやVRML、そして暗号

化技術を使ったエレクトロニックコマースな

ど、いちいちあげていたらきりがない。その

なかで今回とりあげるのは、AV関連のア

プリケーション。いまや14.4Kbpsのモデ

ム接続でさえ、サウンドや映像をリアルタイ

ムで再生したり、やり取りしたりできるのだ。
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電子メールにせよ、ネットニュースやFTP、

WWWにせよ、インターネットでは、あらかじ

めサーバーに蓄積された情報を引き出すタイプ

のコミュニケーションが主流だ。ところがここ

へきて、そうした状況に少しずつ変化が見えて

きた。リアルタイムで双方向のコミュニケーシ

ョンができるシステムが登場し始めたのだ。

IRC（Internet Relay Chat）やMUD（Muli-

ti-User Dungeons）など、インターネットには

以前からリアルタイムで双方向にコミュニケー

ションできるシステムもあった。しかし、いず

れもキーボードをタイプしながらテキストで会話

をするチャットタイプのコミュニケーションだった。

これに対して、最近盛んに発表されているの

が、インターネット電話のアプリケーション。い

ずれも高速回線を必要とせず、モデム接続で会

話できるのだから驚きだ。発売予定のものまで

含めると、ざっと調べただけで6種類のインタ

ーネット電話が見つかった。

ビデオ映像をリアルタイムでやり取りできる、

CU-SeeMeのような簡易テレビ会議システムも

ある。16Kbps以上で接続されていれば仕様的

には音声のやり取りも可能だが、今のところ実

用的とは言いがたい。1995年春、CU-SeeMe

を開発したコーネル大学では、この技術を企業

にライセンス供与すると発表し、その後、サン

フランシスコのWhite Pine Software社がマス

ターライセンスを獲得した。すでにベータ版の

リリースも始まっている。

また、10月末には、Connectix社がQuick-

Camを使ったビデオ会議システムVideoPhone

を発売した。Windows版とMac版があり、価

格は200ドル以下とお手頃だが、最低限ISDN

接続でないと使えない。

こうした新しいアプリケーションの利用者は、

インターネットユーザー全体から見ればまだ一

部だろうが、今後増えていくことは間違いない。

蓄積型コミュニケーションが主流だったインタ

ーネットは、確実にリアルタイム型コミュニケ

ーションと共存する方向へと進んでいるのだ。

その一方で、蓄積型コミュニケーションも変

わりつつある。もともとWWWでは、ホームペ

ージ中にテキストとGIFなど一部のフォーマッ

トのグラフィックしか表示できない。それ以外

のフォーマットのデータは、ヘルパーアプリケー

ションまたは外部ビューアと呼ばれるソフトを

使って表示／再生する。それもリアルタイムで

はなく、いったんファイル全体をロードしてか

ら、ヘルパーアプリケーションで表示／再生する

のだ。

が、サイズの小さなJPEGファイルならまだ

しも、ファイルサイズが巨大なビデオや音声フ

ァイルのロード時間はとてつもなく長い。接続

時間と課金が比例するダイアルアップ接続では、

特に長く感じる。そこでどうしても音声やビデ

オは敬遠しがちだった。

こうした状況をガラリと変えたのが、Pro-

gressive Networks社のRealAudioだった。マ

ウスボタンをクリックすると、待ち時間ほとん

どゼロで音声の再生が始まるのだから画期的。

まさしくインターネットラジオだ。音質は悪い

が、これなら気楽に音声を聞く気になれる。つ

まらなければ、途中でストップできるのもいい。

一時期はマルチメディア時代の目玉のようにも

てはやされ、近い将来こうしたサービスが登場

すると言われたオンデマンドサービスが、現在

のインターネットで実現してしまったのだ。

RealAudioを使って「番組」を提供するサ

イトが増え利用者が増えれば、当然ほかにもこ

のマーケットを狙う企業が出現する。というわ

けで、現在、RealAudio同様のオンデマンドシ

ステムは5種類に増えた。しかもXing Technol-

ogy社のStreamWorksとVDOnet社のVDO-

Liveは、音声だけでなくカラー画像も扱えるテ

レビのようなシステムだ。また、音声専用のシ

ステムにしても、RealAudioより音質がいい。

インターネットのオンデマンドシステムは、とど

まるところを知らないようだ。

今回の集中企画では、すでにベータ版や製品

版を利用できるアプリケーションを中心に、リ

アルタイムでサウンドやビデオをやり取りできる

AVアプリケーションをまとめて紹介しよう。
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音声やビデオ信号をリアルタイムで伝達するアプリケーションは、前ページで書いたように、電話やテレビ会議などのリアルタイムコミュ

ニケーション用のシステムと、オンデマンドサービス用のシステムに大別できる。ここではすでにインターネット上で配布されている電話＆テ

レビ会議システムを紹介し、併せて現在開発が進められているものについても簡単にふれる。

ソフトの概要 ──────────
Internet Phone（以下、IPhoneと略）は、イス

ラエルに本社を置き、アメリカのニュージャージー

を拠点に活動しているVocalTec社が開発したWin-

dows用の電話アプリケーションだ。

初のインターネット電話として登場したIPhone

は、当初トランシーバーのように一方が話をしてい

る間、もう一方は話ができなかった。だが現在の

ver.3.0は、相手の話を聞きながら、同時にこちら

からも話ができるようになっている。ただし、その場

合は全二重（full-duplex）対応のサウンドカード

か、通常のサウンドカードが2枚必要だ。

なお、日本では三井情報開発が販売代理店とな

り、日本語版（ver.3.0J）を販売している。

IPhoneでは、IPhoneサーバーを介して通話相手

を探す。IPhoneサーバーにアクセスし、そのときア

クセスしているユーザーのなかから適当な相手を選

ぶのだ。現在、世界各地に15のIPhoneサーバーが

設置され、それらは互いにネットワークされて

IPhoneネットワークを形成している。だからどのサ

ーバーに接続してもメンバーは変わらないが、近い

場所にあるサーバーにアクセスするのが好ましい。日

本では、三井情報開発がIPhoneサーバーを設置し

ている。IPhoneサーバーはあくまで相手を探すため

のもので、いったん通話が始まると通信は直接

IPhone間で行われるようになる。

開発元のVocalTec社と日本の販売代理店である

三井情報開発では、商品版の直接販売はしていな

い。両社とも、インターネットを通じてデモ版を無

償配布している。このデモ版は、使用期間30日、1

回の通話時間1分という使用制限付きだ。使ってみ

て気に入ったらユーザー登録し、代金を支払えば正

規ユーザーになれる。正規ユーザーになると登録コー

ドが発行されるから、これを使って使用制限を解除

するのだ。

インストールと設定 ───────
デモ版を入手したら、次の手順でインストールする。

1ハードディスクに、IPhone用のディレクトリ

IPHONEを作成する。

2ダウンロードした自己解凍形式の圧縮ファイル

IPHONE13.EXEをこのディレクトリにコピーし

て解凍する。

3解凍してできたファイルSETUP.EXEを実行する。

インストールが完了したら、IPhoneアイコンをク

リックすればプログラムが起動する（図1）。通話の

■ 種別：商品（デモ版／日本語版あり）
■ 対応：Windows
■ バージョン：3.0／3.0J
■ 動作環境
・Windows 3.1以上
・486SX 25MHz以上のCPU搭載マシン
（full-duplexの通話には486 50MHzCPU以上が必要）
・RAM 8MB以上
・オーディオカード、スピーカー、マイク
（full-duplexの通話にはサウンドカード2枚か、ful-duplex対応のサウンド
カードが必要）

・14.4Kbps以上のモデム接続か専用線接続
■ 開発：VocalTec社
（国内販売代理店：三井情報開発（株））

■ デモ版の入手先：
ftp://ftp.vocaltec.com/pub/iphone17.exe （ver.3.0）
ftp://ftp.mki.co.jp/iphone/iphone17.exe （ver.3.0J）

■ 関連情報：
http://www.vocaltec.com/
http://www.mki.com/

■ 製品版価格：US＄69（ver.3.0）、14,800円（ver.3.0J）

P A R T 1 「 電 話 ＆ テレビ会 議 システム」

インターネット電話第1号はサーバー経由で話し相手を探す

図1：IPhoneウィンドウ
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図2：User Infoダイアログ

図3：Connect Server ダイアログ

氏名、ニックネームやメール
アドレスなどを入力する。す
べてを記入する必要はない。

矢印ボタンをクリックしてリストボッ
クスを開き、接続するサーバーを選択。

IRCSRVRS.INIファイルの入手先
jhttp://www.vocaltec.com/net.html
jftp://ftp.vocaltec.com/pub/
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AV
前に設定すべき項目がいくつかあるが、必ず必要な

のはユーザー情報の登録ぐらいだ。それ以外の項目

は、デフォルトのままで特に問題はない。

ユーザー情報を登録するには、Optionsメニュー

から“User Info...”を選択する。表示されたダイア

ログボックスで、氏名、ニックネーム、コメント、

電話番号やメールアドレスを設定するのだが、特に

全項目に記入する必要はない（図2）。

通話手順 ────────────
■サーバーへの接続とトピックの設定

IPhoneを起動したら、メニューバーのPhoneメ

ニューから“Connect to Server...”を選ぶか、ツ

ールバー右端の“Connect to Server”アイコンを

クリックして、接続するIPhoneサーバーを選ぶ（図

3）。日本国内で使うときは、三井情報開発のサー

バー（iphone.mki.co.jp）を指定するのがいい。こ

こで“Auto-connect on startup”をチェックしてお

くと、次回からは起動と同時に指定したサーバーに

自動的にアクセスしてくれる。

リストボックスに接続するサーバーが見つからな

いときは、“Servers...”ボタンをクリックして公開

されているIPhoneサーバー一覧表を表示させ、この

なかから選ぶ（図4）。

次は、話し相手を見つける番だ。メニューバーの

Phoneメニューから“Call...”を選ぶか、ツールバ

ー左から2番目の“Call”アイコンをクリックする

と、“Call”ダイアログボックスが開く（図5）。ダ

イアログボックス左側にそのとき接続しているユー

ザーが一覧表示されるから、ここから適当なユーザ

ーを選ぶのだ。選択したユーザーは反転表示され、

ダイアログ下部には相手の情報が表示される。

ダイアログボックス右側はトピック欄だ。相手の

情報が表示されるといっても、わかるのは氏名と性

別、国籍程度。それだけで話し相手を決めるのは難

しい。そこでIPhoneでは話題を設定し、話し相手

を探しやすくできるようになっている。デフォルトで

設定されているトピックはGeneral、つまり特定の

話題を決めないグループだ。だから当然、参加人数

が多い。

トピックを設定するには“Topics...”ボタンをク

リックして、“Join Topic”ダイアログボックスを開

く（図6）。“Refresh”ボタンをクリックすればその

とき設定されているトピックが一覧表示され、トピ

ック名を入力すれば新しいトピックを作成すること

ができる。参加するトピックが決まったら、“Join”

ボタンをクリック。そうすると“Call”ダイアログボ

ックスのトピック欄にそのトピックが表示され、左

側のユーザー欄には選んだトピックに参加している

ユーザーが表示される。一度に10までのトピックに

参加でき、特定のトピックを削除することもできる。

なお、各トピックは、選択するユーザーが1人もいな

くなった時点で消滅する。

場合によっては、特定の相手とだけ通話したいこ

とがある。こうしたときに使うのが、プライベートト

ピックだ。“Join Topic”ダイアログボックスでトピ

ック名を入力して“Join Private”ボタンをクリッ

クすると、そのトピックはほかのユーザーからは見え

なくなる。そのプライベートトピックだけを選んでお

けば、関係のない相手から無闇に呼び出されずにす

むのだ。ただし、この場合は相手も同じトピックを

プライベートトピックとして設定しなければならない。

■通話相手の選択と呼び出し

“Call”ダイアログボックスのユーザーリストから

話し相手を決めたら、“OK”ボタンをクリック。

IPhoneが相手を呼び出してくれる。呼び出してい

る相手は、“IPhone”ウィンドウの中央に10個並ん

でいるQuick-Dialのいずれかに表示される（図7）。

ドアをノックしているイラストが表示されているボタ

ンが、今呼び出している相手を表している。

相手がコールを受けてくれると、“Quick-Dial”

ボタンの表示は「？」に変わり、こちらから話しか

けると表示はマイクに変わる。また相手がしゃべっ

ているときは、スピーカーのイラストが表示される。

これはhalf-duplex（半二重）モードの場合で、full-

duplexモードでは表示が少々異なる。話が一段落

して通話を終了するときは、ツールバー左端の

“Disconnect”ボタンをクリックし、サーバーとの接

続を切るときはPhoneメニューから“Disconnect”

を選ぶ。

知らない相手からコールされることもある。この

とき“Quick-Dial”ボタンには電話機のイラスト表

示されるから、コールを受ける場合はボタンをクリ

ックする。受けたくないときは、ツールバーの“Dis-

connect”ボタンをクリックするといい。

half-duplexモードでは、スピークモードとリッス

ンモードを切り替えながら、相手と話をすることに

なる。モードの切り替えはキーボードでもできるが、

話し声の音量によってモードを自動的に切り替える

ことも可能だ。この音量を決めるのが、ウィンドウ

右下のボイス・アクティベーション・レベルだ。イ

ンジケーターの途中に見えるレバーが、切り替えポ

イントの音量を表している。

この音量を設定するには、左側にあるマイクアイ

コンをクリックする。声を出すとインジケーターが点

灯するので、レバーを左右に動かして切り替えポイ

ントを決めるのだ。

IPhoneサーバーリストの更新 ──
IPhoneサーバーのリストは、IPHONEディレク

トリにあるIRCSRVRS.INIファイルが管理している。

VocalTec社のFTPサーバーやホームページからこの

最新ファイルを入手できるので、必要に応じてダウ

ンロードするといい。

Quick-Dialボタンには、
IPhoneの状態によって
それぞれ異なるイラスト
が表示される。

ダイアログボックス左側はユーザー
欄、右側がトピック欄だ。また、
下部には選択した相手の情報が表
示される。

すでに設定されているトピックを選ぶときは、
Refreshボタンをクリック。すると現在設定され
ているトピックが一覧表示される。新しくトピッ
クを設定する場合は、左上の入力エリアにトピッ
ク名を入力する。参加するトピックを決めたら、
Join Topicボタンをクリック。また、特定の人物と
話したい場合には、前もって決めておいたトピック
名を入力し、Join Privateボタンをクリックする。

Connect Serverダイアログボックスの
Servers...ボタンをクリックすると、このダ
イアログボックスが表示される。ここでは、
公開されているサーバーが一覧表示される。

図6：Join Topicダイアログ

図5：Callダイアログ図4：Internet Phone Serversダイアログ

図7：Quick-Dialボタン
のモード表示
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ソフトの概要 ──────────
サンフランシスコのElectric Magic社が開発した

Mac用のNetPhoneの最新バージョンの1.2.3は、

IPhone同様full-duplex対応だ。現在、店頭に並ん

でいるMacなら、大半の機種がオプションなしでfull-

duplex通話できる。

NetPhoneの通話方法は2つある。1つはIPhone

と同じように、専用サーバーにアクセスして相手を

見つける方法だ。このサーバーをNetPubといい、

Electric Magic社のホームページにアクセスすれば無

料でサーバープログラムをダウンロードできる。ただ

し、IPhoneと違って、NetPubはネットワークされ

ていない。そしてもう1つが、通話相手をダイレクト

にコールする方法だ。この方法を使えば、通常の電

話と同じ感覚でインターネット電話をかけられる。

Mac用電話ソフトのNetPhoneだが、UNIXや

Windowsユーザーとも通話できる。NetPhoneは独

自のプロトコル以外にUNIXで使われているvatをサ

ポートしているので、UNIXユーザーはもちろん、同

じくvatをサポートしているCU-SeeMeとも通信で

きるのだ。

販売方法もIPhoneと似ている。機能制限付きの

デモ版をダウンロードしてユーザー登録し、代金を

支払う。すると登録コードが発行されるので、その

コードで制限を解除するのだ。なお、未登録のデモ

版は、使用期間が1週間、1回の通話時間が90秒に

制限されている。価格は59ドルだが、複数注文す

ると割引価格で購入できる。また、パッケージされた

商品も販売されている。この場合の価格は65ドル。

と、ここまで書いたところで、ニュースが飛び込

んできた。10月31日、New Paradigmという会社

が、NetPhoneの権利を買ったというのだ。同時に、

名称がNetPhoneからe-phoneに変更された。なお、

11月上旬現在、Electric Magic社のホームページに

はNetPhoneの情報が掲載され、今までどおりデモ

版のダウンロードもできる。

New Paradigm社はCamelot社の子会社で、

Camelot社はWindows用電話ソフトDigiPhoneを

開発した会社だ（185ページ参照）。発表されたリ

リースには、同社はe-phoneをもとにDigiPhone for

Macを開発し、96年春に発売する予定だと書いて

ある。発売と同時にNetPhoneとe-phoneは姿を消

し、この2つのソフトからDigiPhone for Macへのア

ップグレードも可能だという。

インストールと設定 ───────
ダウンロードしたファイルは自己解凍形式の圧縮

ファイルになっているので、ダブルクリックして解凍

する。復元されたファイルを適当なフォルダーに移

せば、インストール完了だ。

復元したファイルの1つ、NetPhone 1.2.3をダブ

ルクリックすれば、プログラムが起動する。まずオ

ープニングダイアログボックスが表示されるので、通

話を始めるときは“Try NetPhone!”ボタンをクリ

ック（図1）。ユーザー登録する場合は、“Purchase

Registration Code...”ボタンをクリックする。

Editメニューから“Preferences..”を選ぶと、

コールされたときのサウンドや、送信信号のエンコ

ード法などを設定できるが、デフォルトのままで問

題はない（図2）。最低限必要なのは、ユーザープロ

フィールの設定だ。Editメニューから“Personal

Profile...”を選択するとダイアログボックスが開く

ので、ここに氏名やロケーション（アクセス場所）、

コメントを入力する（図3）。デフォルトでは、ロケ

ーションフィールドに、コントロールパネルの世界地

図で設定した場所の緯度と経度が表示されるので、

アクセスしている場所などを設定するといい。

通話手順 ────────────
■NetPubへの接続と通話相手の選択

はじめにも書いたように、NetPhoneはNetPub

経由とダイレクトコールの2つの方法で通話相手を

選ぶことができる。まず、サーバー経由の手順から

説明しよう。

特定のNetPubに接続する場合には、Fileメニュ

■ 種別：商品（デモ版あり）
■ 対応：Macintosh
■ バージョン：1.2.3
■ 動作環境
・Macintosh IIsi（68020／20MHz）以上
・System7／漢字Talk7.1以降
・Sound Manager 3.X
・スピーカー、マイク
（LC、LC II、LC III、IIsiなど一部の機種は、オプションなしではfull-

duplex通話ができない。また、Mac II、IIfxやIIciなどサウンド入力機能の
ない機種には、なんらかのサウンド入力装置が必要）
・14.4Kbps以上のモデム接続か専用線接続

■ 開発：Electric Magic社
■ デモ版の入手先：
ftp://ftp.netcom.com/pub/em/emagic/NetPhoneDemo123.hqx
（そのほかInfo-Macやそのミラーサイトでも入手できる）

■ 関連情報：http://www.emagic.com/
■ 製品版価格：US＄59（まとめて購入すると割引あり）

マック唯一のインターネット電話はCU-SeeMeとも話ができる

接続したいNetPubのIPアドレ
スかマシン名を入力する。

氏名やアクセスしている場所、
コメントなどを入力する。

電話がかかったときの警告音や送信信号
のエンコード法などを設定する。

Try NetPhone!ボタンをク
リックすれば、通話を始め
られる。

図4：Pub Informationダイアログ図3：Personal Profileダイアログ

図2：Preferencesダイアログ

図1：オープニングダイアログ
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ーから“New Pub”を選択する。すると“Untitled”

ウィンドウに続いて、“Pub Information”ダイアロ

グボックスが開くので、ここにサーバーのIPアドレス

かマシン名を入力（図4）。“OK”ボタンをクリック

すれば、指定したサーバーへの接続が始まる。

接続が完了すると“Untitled”ウィンドウには、

そのNetPubに接続しているユーザーが一覧表示さ

れる（図5）。このなかから、表示されているユーザ

ー情報をたよりに相手を選ぶのだ。適当な相手を選

んでウィンドウ左下の“Call”ボタンをクリックす

れば、相手を呼び出してくれる。お話し中がない、

つまり同時に複数の相手にコールできるのがNet-

Phoneの売りの1つだが、デモ版ではこの機能は使

えない。

相手がコールを受けてくれれば、通話開始だ。コ

ールウィンドウが表示され、相手の情報が表示され

る（図6）。現在売られている大半のMacならfull-

duplex通話ができるから、通常の電話と同じように

相手の話を聞きながらこちらから話しかけられる。そ

して、話が終わったら“hangup”ボタンをクリッ

ク。接続が切れて通話終了だ。

なお、ウィンドウ左下にある三角ボタンをクリッ

クするとウィンドウが広がって、使用しているエン

コード法や通話状態が表示されるようになる（図7）。

■ダイレクトコール

特定の相手を直接コールする場合には、Fileメニ

ューから“New Call”を選ぶ。そうするとNetPub

に接続する場合と同じように、“Untitled”ウィンド

ウに続いて“Call Information”ダイアログボックス

が開くから、ここに相手のIPアドレスを入力するの

だ（図8）。“OK”ボタンをクリックすれば相手を呼

び出してくれる。ただし、ダイアルアップIP接続で

は毎回IPアドレスが変わるため、この方法で相手を

呼び出すのは少々めんどうだ。

“Call Information”ダイアログボックスには、

“Communication Protocol”と書かれた欄がある。

ここは通常“NetPhone”になっているが、プルダ

ウンメニューを引き出すともう1つの選択肢“vat”

が表示される。この“vat”を選択すると、vatを使

っているUNIXユーザーやCU-SeeMeユーザーとも

通話できるようになる。

■アドレスブック

NetPhoneには、アドレスブック機能が付いてい

る。アドレスブックに通話相手やNetPubの情報を

記録しておけば、次回からはいちいち相手のIPアド

レスやマシン名を入力せずにすむ。“Addresses”メ

ニューを開くと登録された相手やNetPubが表示さ

れるから、ここから適当なアイテムを選ぶだけでい

いのだ（図9）。

なお、NetPhoneには最初から3つのNetPubが登

録されている。また、Electric Magic社のホームペ

ージには公開NetPubリストが掲載されているので

（http://www.emagic.com/netpublist.html）、これ

を利用するといい。ただし、リストのなかには、現

在動いていないサーバーもあるようなので注意。

■オーディオウィンドウ

NetPhoneは、入力する音量が一定以上のレベ

ルになると、音声信号を通話相手に送るようになっ

ている。この判定レベルを設定するのがレベルメー

ター左側にある三角形のツマミだ（図10）。また周

囲のノイズに応じて判定レベルをダイナミックに調

節する「オートスケルチモード」があり、これを使

う場合はNetPhoneメニューから“Auto Squelch”

を選ぶ。

ただし、一部の機種では注意が必要だ。LC 47X、

Performa 475やQuadra 630などは、マイクを使っ

ている最中はスピーカーのスイッチが自動的にオフ

になる。そのため、通話中に相手の声がまったく聞

こえないのだ。つまり、full-duplexができない。そ

こでこれらの機種では、NetPhoneメニューから

“Push to Talk”を選ぶ必要がある。これを選択し

ておくと、ウィンドウの下に表示されているマイク

ボタンをクリックしている間のみ、マイクのスイッチ

が入るようになる。

■Netscapeから電話をかける

デモ版には、Register NetPhone with NetScape

というAppleScriptのプログラムが入っている。これ

を使うとNetscapeからNetPhoneを立ち上げ、指

定したNetPubに接続できるようになる。例えば、

netpub://netpub.abc.or.jp

などとURLを指定するのだ。前に紹介した公開Net-

Pubが掲載されているElectric Magic社のページに

アクセスすれば、リスト中のサーバー名をクリックす

るだけで、そのサーバーに自動的に接続される。た

だし、このRegister NetPhone with NetScapeを使

うには、システムにAppleScriptがインストールされ

ていなければならない。

同じくデモ版に入っているNetPhone Alertも、便

利なプログラムだ。このプログラムはバックグラウン

ドで動き、他のユーザーからコールされると、自動

的にNetPhoneを立ち上げてくれる。

図8：Call Information

図9：Addressesメニュー

図10：オーディオウィンドウ

三角ボタンをクリックすると、
通話状態などが表示される。

相手のIPアドレスを入力すると、
直接その相手と通話できる。

Addressesメニューを開くと、ア
ドレスブックに登録された相手や
NetPubが一覧表示される。 マイクの音量が表示される。

通話ができるようになるとコールウィン
ドウが開き、相手の情報が表示される。

NetPubへの接続が完了す
ると、同時に接続している
他のユーザーが一覧表示さ
れる。

図7：拡張コールウィンドウ

図5：Untitledウィンドウ

図6：コールウィンドウ
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ソフトの概要 ──────────
CU-SeeMeは、パソコンとビデオカメラ、マイ

ク、14.4Kbpsモデムだけでビデオ会議ができる優れ

たソフトウェアだ。画像は小さいし、音声は聞き取

りにくいが、それでもほとんど余分な投資をせずに

こうしたシステムを構築できるのだから驚かされる。

WindowsではCPUが386SX以上のマシンであれ

ば動作はするが、その場合はビデオ受信のみ。送信

もするには386DX以上が必要だ。さらにオーディオ

を受信するには486SX以上、オーディオを送受信す

るには486DX以上のマシンが必要となる。なお、

Macintoshは、68020以上のマシンならビデオ、オ

ーディオともに送受信可能だ。また、オーディオの

送受信には16Kbps以上の帯域幅が必要なので、

28.8Kbps以上のモデム接続でないと音声のやり取

りはできない。

CU-SeeMeは基本的に1対1で通信するためのソ

フトで、3人以上の場合にはリフレクターを介して

通信することになる。世界各地に設置されたリフレ

クターにアクセスすれば、さまざまな人とお互いの顔

を見ながら話ができるが、実際には音声のやり取り

はあまり実用的ではない。そこでチャットのように、

文字を使って話をするほうが一般的だ。

コーネル大学が開発し、フリーウェアとして配布

しているCU-SeeMeだが、1995年3月にサンフラン

シスコのWhite Pine Software社がマスターライセン

スを獲得。現在、商品版を開発している。なお、

White Pine Software社も、同社のFTPサーバーで

Windows版とMacintosh版の無料のテストバージョ

ンを配布している。

インストールと設定 ───────
Windows版もMacintosh版も、面倒なインスト

ール手続きは不要だ。ダウンロードした圧縮ファイ

ルを解凍して、復元されたファイルをCU-SeeMe用

のディレクトリ（フォルダー）に移すだけでいい。

どちらのバージョンも、CU-SeeMeアイコンをダ

ブルクリックすれば起動する。初期設定は、Editメ

ニューから“Preferences...”を選び、表示された

ダイアログボックスで行う（図1）。Windows版と

Macintosh版とでは設定項目が異なるが、どちらも

すべての項目をチェックしておけば問題ない。ただ

し、Windows版では“Your Name:”欄に、Mac-

intosh版では“Video Title:”欄に、自分のニック

ネームなどを入力しておくこと。ここで設定した名

前は、自分のビデオウィンドウのタイトルバーに表

示される（図2）。

リフレクターへの接続法 ─────
Conferenceメニューから“Connect...”を選ぶ

と、Connectダイアログボックスが開く。ここに相

手のIPアドレスを入力すれば、接続が開始される

（図3）。あるいはここにリフレクターのIPアドレス

（最近のバージョンではマシン名の入力も可）を入力

すれば、リフレクターに接続される。

リフレクターに接続した場合、自分も含めて8つ

までビデオウィンドウを開くことができる。Partici-

pantsメニューから“Show All”を選ぶと、ビデオ

を送っている全ユーザーのビデオウィンドウが表示さ

れる。また、Participant Window（MacではPartic-

ipant List）を開けば、特定のユーザーのウィンドウ

だけ開くことも可能だ（図4）。

参加者との会話は、チャットのようにもっぱら文

字で行うことが多い。キーボードをタイプすると、自

分のウィンドウに文字が表示されるのだ。文字の表

示位置は上下矢印キーで変更でき、左矢印キーを

押すと文字は左スクロールし始める。

実際にはあまり使われることのないオーディオ信

号の設定は、Audio Panel（MacではAudio Win-

dow）で行う（図5）。スピーカーとマイクのアイコ

ンをクリックすれば、それぞれのオン／オフを切り替

えられる。

また、Conferenceメニューから“Disconnect”を

選べば会議を終了してリフレクターから抜けられる。

■ 種別：フリーウェア
■ 対応：Windows、Macintosh
■ バージョン：0.70b1（Windows） 0.83b3（Macintosh）
■ 動作環境
<Windows>
・386SX以上のCPU搭載マシン
・Windows 3.1以降
・14.4Kbps以上のモデム接続か専用線接続
<Macintosh>
・68020以上のCPU搭載Mac
・System7／漢字Talk7.1以降

・QuickTime 2.0以上
・Sound Manager 3.X
・14.4Kbps以上のモデム接続か専用線接続

■ 開発：コーネル大学
■ 入手先：
ftp://cu-seeme.cornell.edu/pub/CU-SeeMe/

■ 関連情報：
http://magneto.csc.ncsu.edu/Multimedia/Classes/Spring94/projects
/proj6/cu-seeme.html
http://www.lunch.trey.com/cuseeme/
http://www.wpine.com/cuseeme.html（White Pine Software）

パソコンとビデオカメラでテレビ電話＆ビデオ会議

マイクとスピーカー
のオン／オフや音量
などを設定する。

リフレクターに接続している
ユーザーが一覧表示される。

Connect欄には、接続先のIPアドレスを入力
する。その下のチェック項目では、接続と同
時に自分の映像を送るか送らないか、相手の
映像を受信するかしないかを設定する。

タイトルバーには、PreferencesのYour Name:
（Video Title:）欄に入力した名前が表示される。

Your Name:（Video Title:）欄にニッ
クネームなどを入力し、全項目をチェ
ックする。Macの場合は、上の2つの項
目はチェックしなくてもかまわない。

図1：preferencesダイアログ（Win、Mac） 図2：自分のウィンドウ

図3：Connectダイアログ

図4：Participant List
図5：Audio Window
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DigiPhoneを販売する
Third Planet Publishing
社のホームページ。

いずれデモ版もリリースさ
れるようだ。

Windows版はIPhoneが、Mac版はNetPhoneがほぼ定番化しているインターネッ

ト電話ソフトだが、これを見たソフト会社が放っておくはずがない。インターネット人口の急増にともなって、

インターネット電話は大きなマーケットに成長すると考えた企業が、新ソフト投入の名乗りを上げているのだ。

なかでも競争が激しいのはWindowsだ。うまくいけば世界的な大ヒット商品となる可能性大というわけで、

IPhoneに追いつけ追い越せと開発を進めている3社の製品を紹介しよう。

すでに9月に出荷が始まったDigiPhoneはダラス

のCamelot社が開発したもので、同社の子会社であ

るThird Planet Publishing社が販売している。

DigiPhoneはfull-duplex対応で、回線速度に応

じてデータ圧縮率を変えることができる。IPhoneと

異なるのは、サーバーを経由せずに通話相手に直接

コールできること。まさに長距離電話代を節約する

ための電話代わりなのだ。DigiPhoneにかぎらず、

これから登場するインターネット電話は、このダイ

レクト通話が主流になりそうだ。

通話相手の指定は先方のIPアドレスか電子メー

ルアドレスで行う。ダイアルアップIP接続では接続

するたびにIPアドレスが変わるため、IPアドレスで

通話相手を指定するのは難しい。そこでメールアド

レスでも指定できるようになっているのだ。

Camelot社では、3人以上で通話できる機能や通

話の録音・再生機能、ボイスメッセージ機能、さら

に電子メールやFTP、Telnet、WWWブラウザー機

能まで加えたDigiPhone Deluxeの開発を進めてい

る。また、Camelot社はNetPhoneをもとにDigi-

Phone for Macintoshを開発し、1996年春にも発

売すると発表している。

関連情報
jhttp://www.planeteers.com/

「標準小売価格99.95ドルのところを、発売直後

には特価49.95ドルで販売します」とホームページ

で宣伝しているのが、フロリダ州ボカ・ラトンにあ

るInternet Telephone社のWebPhoneだ。同社は、

後半のページで紹介するTrueSpeechを作ったDSP

Group社の関連会社。当然WebPhoneにも、True-

Speechと同じエンコード方式が使われている。ま

た、ヨーロッパのデジタル式携帯電話の標準エンコ

ード方式であるGSMもサポートしている。

WebPhoneも、DigiPhoneと同じように通話相

手を直接呼び出す方式で、相手の指定にはやはりIP

Netscapeに対抗しようと、さまざまな会社が

WWWブラウザーをリリースしている。Quarterdeck

社もそのなかの1社で、Quarterdeck Mosaic（Q

Mosaic）を販売している。そのほかにもインターネ

ット用ツールをいろいろ開発している同社が次に照

準を定めたのが、インターネット電話だった。

WebTalkにはQ Mosaicがバンドルされ、2つのソ

フトは統合して使われる。まずQ MosaicでWebTalk

のホームページにアクセスし、WebTalk Server Net-

workで話し相手を探すのだ（他のブラウザーでもア

クセス可）。IPhoneと似た方式だが、WebTalk

Server Networkに入るには、あらかじめユーザー登

録をしなければならない。WebTalkはQ Mosaicの

ヘルパーアプリケーションとし

て設定され、ページ中のボタン

をクリックするとWebTalkが起

動する。なぜかチャット機能も

付いているところが面白い。

ver.0.1だが、すでにデモ版

がリリースされている。ただし、

WebTalkにもQ Mosaicにもま

だバグがあるようで、バンドル

されていたQ Mosaicではユーザ

ー登録さえできなかった。

インター
ネット電

話 に競 争
激 化 の気

配

DigiPhone/DigPhone Deluxe

WebPhone

WebTalk

Internet Telephone社の
ホームページでは、Web-
Phoneの情報をTrueSpe
echで聞くことができる。

電子マニュアルを見てい
ると、思わずWebPhone
を使ってみたくなる。

関連情報
jhttp://www.itelco.com/

Quarterdeck Mosaicで 、WebTalk
Serverにアクセスする。あらかじめ会
員登録が必要だ。

サーバー内で相手を見つけたら、
WebTalkでその相手をコールする。

関連情報及びデモ版入手先
jhttp://www.qdeck.com/demosoft/webtalk/
jhttp://webtalk.quarterdeck.com/

アドレスかメールアドレスを使う。電子メールのエ

イリアスと同じように、相手のニックネームを登録

しておくことも可能だ。最大4人と同時に通話でき

るほか、ボイスメッセージ機能や通話の保留機能、

電話帳機能も付いている。

このように通常の電話にボイスメッセージ機能を

加え、電子メールのような操作性を持たせたWeb-

Phoneだが、面白いのが画面表示だ。まるで携帯

電話なのだ。通話相手を指定し、先方に接続する

と、スピーカーから呼び出し音まで聞こえてくる。

Internet Telephone社は、WebPhoneの発売前

に無料のベータテスト版をリリースする。この号が

発売される頃には、ベータ版のリリースが始まって

いるはずだ。
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それは近未来の話、今はまだ関係ない──そう思っていたサウンドや映像のオンデマンドサービスが、インターネットではすでに実用の段

階に入った。RealAudioの登場でこうしたテクノロジー開発の勢いは一気に加速され、現在、5種類のビデオ／オーディオ・オンデマンドシ

ステムが稼働しているのだ。

ソフトの概要 ──────────
音声をリアルタイム再生するRealAudioの登場

は、とても衝撃的だった。ところがそれから1年もた

たないうちに、今度はカラー映像と音声をリアルタ

イムで再生するシステムが現れた。カリフォルニア

州Arroyo GrandeのXing Technology社が開発した

StreamWorksだ。しかも、14.4Kbpsのモデム接続

でも使えるというのだからすごい。

Xing Technology社は、IBMやヒューレット・パ

ッカード、マイクロソフト、NTT、富士通などに音

声／映像の圧縮技術や放送関係の技術をライセン

ス供与しており、MPEGエンコーダーの開発なども

行っている。そのMPEG技術を使って作ったのが

StreamWorksだ。クライアントソフトを無料配布

し（29ドル払うとテクニカルサポートが受けられる）、

サーバーや音声／映像のエンコーダーで儲けようと

いうところは、RealAudioのProgressive Networks

社とよく似ている。

StreamWorksシステムは、ビデオ／オーディオ・

オンデマンドサービスだけでなく、ラジオ番組やテレ

ビ番組の「放送」もできる。放送局のように、タイ

ムテーブルにそって番組を流せるのだ。Stream-

Worksではこれを“ライブ”と呼び、ローカルラジ

オ局数局が電波放送と並行してインターネットでも

番組を流している。音楽番組にアクセスして曲が途

中から聞こえてくると、まるでラジオを聞いている

ような気持ちになるから不思議だ。

14.4Kbpsのモデム接続でもカラー映像と音声を

リアルタイム再生できるStreamWorksだが、その場

合は、画像は小さく粗く、しかも動画と呼ぶにはほ

ど遠いコマ数でしか動かない。音質も良好とはいえ

ない。そこで、サーバー側では受信側の回線速度に

合わせ、大きく分けて次の4段階の転送速度でデー

タを送信できるようになっている。

・8.5Kbps……14.4Kbpsのモデム接続以上に対応。

音声は、AM放送並みの16ビット／8KHzモノラ

ル。

・24Kbps……28.8Kbpsのモデム接続以上に対応。

音声は、AMとFM放送の中間程度の16ビット／

22KHzモノラル。

・56Kbps……64Kbps以上のISDNまたは専用線

接続に対応。音声は、ほぼFM放送並みの32ビ

ット／44KHzモノラル、または16ビット／22

KHzステレオ。

・112Kbps……128Kbps以上のISDNまたは専用

線接続に対応。音声はCDに近い16ビット／

44KHzステレオで、テレビ画面の1/4のサイズの

ビデオを毎秒30フレームで送出できる。

■ 種別：フリーウェア
■ 対応：Windows/Macintosh/UNIX
※Mac版はオーディオのみ

■ バージョン：95年11月2日版（Windows） 0.1.5Beta（Macintosh）
beta 2.0（UNIX）
※Mac版には、PowerMac用、68k Mac（コプロ付き）用、68k Mac
（コプロなし）用がある。
※UNIX版には、SGI IRIX、SUN Solaris、Linux用がある。

■ 動作環境
・サウンドカードまたは内蔵サウンド機能
・14.4kbps以上のモデム接続か専用線接続

■ 開発：Xing Technology社

■ 入手先
<Windows版>
http://www.xingtech.com/sw-winclient/info/dl_winclient.shtml
<Mac版>
http://www.xingtech.com/sw-macclient/info/dl_macclient.shtml
<UNIX版>
http://www.xingtech.com/sw-xclient/info/dl_xclient.shtml

■ 関連情報
http://www.xingtech.com/streams/index.html

■ サポート
StreamWorksはフリーウェアだが、ユーザー登録をして29ドル支払うと、
テクニカルサポートを受けられる。

P A R T 2 「 インターネットのオンデマンドシステム」

インターネットでラジオを聞きテレビを見る

図3

図2図1

Preferencesダイアログボッ
クスを開き、StreamWorks
をヘルパーアプリケーション
として設定する。

音声にしか対応していないMac
版StreamWorksの起動画面。
このウィンドウには、受信デー
タの状況が表示される。

テレビのようなWindows版
StreamWorksの起動画面。

番組情報 jhttp://www.xingtech.com/streams/testdrv/testdrv.html
jhttp://www.xingtech.com/streams/info/streamwk-sites.html
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すでに放送局や大学などがStreamWorks対応の

サービスを提供しているが、モデム接続のユーザー

でも利用できるサービスには音声だけのものが多い。

インストールと設定 ───────
Xing Technology社のサーバーから各機種に該当

するファイルをダウンロードしたら、次の手順でイ

ンストールする。

■Windowsの場合

ダウンロードしたファイルSTREAMWK.EXEを

解凍し、復元されたファイルのなかのSETUP.EXE

を実行する。指定したディレクトリに必要なファイル

がインストールされ、WNETVIEWアイコンをダブ

ルクリックすればStreamWorksが起動する（図1）。

■Macintoshの場合

特別なインストール作業は必要ない。ダウンロー

ドしたファイルを、StreamWorks用のフォルダーに

解凍するだけでいい。ファイル名の拡張子が機種ご

とに異なるが、StreamWorks.XXXをダブルクリッ

クすればプログラムが起動する（図2）。

ただし、いずれの場合も、IP接続したあとでない

とプログラムは起動しない。

StresmWorksには、2種類の動作モードがある。

単独で起動しサーバーに直接接続して番組を視聴す

るモードと、ブラウザーでいったんホームページにア

クセスして番組を見たり聞いたりする2つのモードだ。

単独で起動した場合、特にWindows版ではPrefer-

encesで設定する項目がたくさんあるが、デフォル

トのままでも問題はない。

大した手間ではないが、必ず設定が必要なのはブ

ラウザー経由の場合だ。この場合、StreamWorksを

ブラウザーのヘルパーアプリケーションとして使うた

め、その設定が必要なのだ。また、StreamWorksの

ウィンドウを、ブラウザーのウィンドウ内の決まった

位置に表示させるための調整もしなければならない。

ヘルパーアプリケーションの設定法は2つある。1

つはマニュアル設定で、ブラウザーのヘルパーアプリ

ケーション設定ダイアログを開き、MIMEタイプなど

を指定する。たとえば、Netscapeでは“New...”ボ

タンをクリックし、MIME type:、Subtype:、Exten-

sions:、Action:の各欄を次のように指定する。

・MIME type: application

・Subtype: x-xdma

・Extensions: xdm,xdma

・Action: Launch Application

Extensions:の欄は、空白のままでもかまわない。

それがすんだら“Browse...”ボタンをクリックして、

StreamWorksのプログラムファイル（Windows版

はWNETVIEW.EXE、Mac版はStreamWorks.

XXX）を指定する（図3）。

もう1つは、StreamWorks対応のファイルが置

かれているホームページにアクセスする方法だ。そこ

で番組名などをクリックすると、StreamWorksが

まだ登録されていない場合には、“save”（データを

セーブする）か、“configure a viewer”（ビューア

を設定する）かを聞いてくる。“configure a view-

er”を選び、前と同じ手順でStreamWorksのプロ

グラムファイルを指定する。

Netscapeを使い、後者の方法でヘルパーアプリ

ケーションを設定する場合、注意しなければならな

いことが1つある。そのままNetscapeを終了すると、

設定内容が消えてしまうのだ。そこで、終了する前

にヘルパーアプリケーション・ダイアログを開き、

“OK”ボタンをクリックすること。

StreamWorksの表示位置は、Xing Technology

社のホームページの“test drive StreamWorks”に

アクセスすれば調整できる。ヘルパーアプリケーショ

ンの設定が完了していれば、上下左右を向いた4つ

の矢印が表示されるから、指定されたエリアに収ま

るようにStreamWorksウィンドウを動かす（図4）。

番組の見方、聞き方 ───────
ブラウザー経由で番組を見たり聞いたりするとき

は、単に番組名などをクリックするだけでいい。

StreamWorksウィンドウ右下に表示されている

“STOP”ボタンをクリックすれば、再生はストップ

する（図5）。

Windows版StreamWorksを単独で起動すると、

まるでテレビのような画面が表示される。右端に並

んだ14個のボタンのうち上の4つは、設定を変更し

たり、再生を止めたり、プログラムを終了するとき

に使う。その下の10個のボタンは、文字どおりチャ

ンネルだ。これらのボタンをクリックすると該当する

サーバーに接続し、続いて番組選択ダイアログボッ

クスが開く（図6）。ここで番組を選ぶとデータ転送

が始まって、ウィンドウに映像が映し出されるのだ

（図7）。ストップボタンをクリックすれば、放送はス

トップする。

図9
図8

図7

StreamWorksの番組は、
ブラウザーウィンドウの左
上に表示される。

StreamWorksウィンドウ
の位置調整。指定された
エリア内に収まるように、
位置を調節する。

図4

図5

図6

低速回線だと動きは
ほとんどないが、そ
れでもはじめて見た
ときは感激した。

ビデオなしのMac版は、Streamメ
ニューからサーバーを選択する。

サーバーに接続すると、番組が一覧表示される。ここから聞きた
いものを選ぶ。再生を止めるときは、Stopボタンをクリック。

番組を選択するダイアログボックス。左下のエリアで条
件を設定すると、条件に合った番組が右側のエリアに
一覧表示される。ここから適当なものを選んでPLAYボ
タンをクリックすれば、放送開始だ。
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ソフトの概要 ──────────
ふだんCDを聞き慣れている耳に、RealAudioの

サウンドははなはだ貧弱にしか聞こえない。それで

もなお多くの人がこれに注目したのは、リアルタイ

ムで再生できるからだ。しかし、利用者にしてみれ

ば、もっと良い音質で聞ければそれに越したことは

ない。RealAudioが先鞭を付けたインターネットの

オーディオオンデマンド市場を狙う後発企業にとっ

ても、そこが狙い目だ。より高音質のサウンドを提

供できるシステムを作れば、Progressive Networks

社を追い越せる可能性が十分にある。

そしてほぼ同時期に、高音質を売り物にするシス

テムが2つ登場した。その1つが、カリフォルニア州

サンタクララのDSP Group社が開発したTrue-

Speechだ。DSP Group社は、社名からもわかるよ

うに、音声処理やデジタル電話に使われるDSPなど

の開発を行っている。そこには当然、音声データの

圧縮／復元技術が必要だ。

TrueSpeechはもともと同社が開発した音声デー

タの圧縮／復元アルゴリズムで、Windows95／NT

にはWAV形式の音声データ圧縮法の1つとして採用

されている。つまりWindows95／NTでは、特別な

エンコーダーソフトを用意しなくてもTrueSpeech

用サウンドデータを作れるのだ。また、前半で紹介

したインターネット電話WebPhoneにも、この技術

が使われている。

AM放送並みの音質を持つTrueSpeechだが、必

要とする帯域幅は8.5Kbps、エンコード後の音声デ

ータは1分間でわずか64KBまで圧縮される。仮にサ

ンプリング周波数8KHzで16ビットサンプリングす

ると、1分当たりのデータは960KBにもなるから、か

なりの圧縮率だ。圧縮すればもちろん音質は劣化す

るが、TrueSpeechではそれほどひどくない。日本

語はもちろん、英語もはっきり聞き取れる。

TrueSpeechは通常、ブラウザーのヘルパーアプ

リケーションとして使われる。ブラウザーに登録し

ておくと、TrueSpeech対応のサウンドファイルに

アクセスしたときに、自動的にプログラムが起動し

て再生が始まるのだ。が、ブラウザーなしで、サウ

ンドファイルのURLをダイレクトに指定することも

できる。しかも、気に入ったデータのURLをブック

マークに登録する機能まで付いている。また、

RealAudioの場合には、アクセスしたファイルをセ

ーブするには少々面倒な手続きが必要だが、True-

Speechにはしっかりセーブメニューまで用意されて

いる。

番組を提供する側にとってもメリットがある。

RealAudioと違って、専用のサーバーを用意しなく

ていいのだ。すでに使っているHTTPサーバーの設定

ファイルに、TrueSpeechの設定を1行加えるだけ

でいい。

インストールと設定 ───────
TSPLY311 .EXE（Windows3 .XX用）、

TSPLY95 .EXE（Windows95用）、または

TSPLYNT.EXE（Windows NT用）をダウンロード

したら、適当なディレクトリ（フォルダー）にコピ

■ 種別：フリーウェア
■ 対応：Windows
■ バージョン3.05b
※Windows3.XX、Windows95、WindowsNT用がある。
※このバージョンは、1996年1月1日で使用期限が切れる。
※現在、Mac版も開発中。

■ 動作環境

・サウンドカードまたは内蔵サウンド機能
・9600bps以上のモデム接続か専用線接続

■ 開発：DSP Group社
■ 入手先：

http://www.dspg.com/allplyr.htm
■ 関連情報：

http://www.dspg.com/internet.htm

シンプルにまとめられたTrueSpeech
ウィンドウ。

ヘルパーアプリケーションの登録。指定し終
わったら、OKボタンをクリック。

巻き戻し
再生
停止
早送り
ヘルプ

ファイルオープン

ブックマーク呼び出し

ブックマーク登録
アクセス中のファイル
のURL

ステータス表示。全体のデータ量と読み
込んだデータ量が数値表示される。

読み込んだデータ量相対的な再生位置

図3

図2

図1

RealAudioの対抗馬その1は、低帯域幅で、なおかつ音質良好
番組情報
jhttp://www.dspg.com/cool.htm
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ーして、次の手順でインストールする。

1各ファイルは自己解凍形式の圧縮ファイルにな

っているので、ファイルマネージャーかエクスプ

ローラーから、このファイルをダブルクリックす

る。

2復元したなかにあるインストールプログラム

INSTALL.EXEをダブルクリックする。

3新しくTrueSpeech専用のディレクトリ（フォル

ダー）が作成され、そのなかに必要なファイルが

インストールされる。たとえばWindows95では、

“Tsplay32”というフォルダーが作られる。

TrueSpeech自体の設定はデフォルトのままでか

まわないが、前にも書いたようにブラウザーにヘルパ

ーアプリケーションとして登録しなければならない。

この設定の仕方には次のように、マニュアルで設定

する方法と、実際にTrueSpeechファイルが置かれ

ているホームページにアクセスする方法の2つがある。

■マニュアル設定

ブラウザーのヘルパーアプリケーション設定ダイ

アログを開き、MIMEタイプやアプリケーション名な

どを登録する。たとえば、Netscapeでは“New...”

ボタンをクリックすれば、新しいヘルパーアプリケー

ションを追加登録できるので、各項目を次のように

指定する。

・MIME type: application

・Subtype: dsptype

・Extensions: tsp

・Action: Launch Application

Extensions:の欄は、空白のままでもいい。それ

がすんだら“Browse...”ボタンをクリックして、

TrueSpeechのプログラムファイルを指定する。最

後に“OK”ボタンをクリックすれば、登録完了だ

（図1）。

■TrueSpeechファイルが置かれているホームページにアク

セスする方法

TrueSpeech対応のファイルが置かれているペー

ジで番組名や曲名をクリックすると、未登録の場合

には“save”（データをセーブする）か、“config-

ure a viewer”（ビューアを設定する）かを聞いてく

る。ここで“configure a viewer”を選び、True-

Speechのプログラムファイルを指定する。ただし、

StreamWorksのページでも書いたように、この方法

ではNetscapeを終了すると設定が失われてしまう。

そこで、終了前にヘルパーアプリケーション登録ダ

イアログを開き、“OK”ボタンをクリックして、設

定内容をセーブしなければならない。

操作手順 ────────────
TrueSpeechのファイルが置いてあるホームペー

ジにアクセスし、タイトルなどをクリックするとデー

タの読み込みが始まり、スピーチや演奏がスタート

する（図2）。途中でデータの流れが少々途切れて

も、再生音が途切れないように、バッファーを大き

めにとってあるようだ。そのせいか回線状態があま

り良くないと、再生開始までに多少時間がかかるこ

とがある。

ウィンドウ下段に表示されている水色のメーター

は、相対的な再生位置を表している。右端が、再

生終了ポイントだ。メーターの右側に見える緑色の

縦棒が、すでに読み込んだデータ量を表している。

そしてメーターの下には、全体のデータ量と読み込

んだデータ量が数値で表示され、メーターの上部に

はアクセスしているファイルのURLが表示される（図

3）。

ウィンドウのツールバーにはテープレコーダのよう

なボタンが表示され、これをクリックすると再生を

ストップしたり、巻き戻しや早送りができる。ただ

し、巻き戻しボタンをクリックすると先頭に戻り、

早送りボタンをクリックするとデータの最後にジャ

ンプする。RealAudioと違って、任意の位置から再

生を再開することはできない。

Fileメニューから“Save as...”を選ぶと、ロー

ドしたデータをディスクにセーブすることができる。

セーブしたデータを聞きたいときは、Fileメニューの

下にあるアイコンをクリックすれば、オープンダイア

ログボックスが開く。

データそのものをセーブせず、ファイルのURLを

ブックマークに登録することもできる。これが、他

のオーディオ・オンデマンドシステムにはないTrue-

Speechの特徴だ。Viewメニューから“Add Book-

mark...”を選ぶか、ツールバー2段目右側のアイコ

ンをクリックする。表示されたダイアログボックスに

タイトルを入力し、“OK”ボタンをクリックすれば、

その時点で読み込んでいるファイルのURLが登録さ

れる（図4）。Viewメニューから“Bookmarks...”

を選べば、ブックマークの編集も可能だ（図5）。そ

して登録したブックマークを呼び出すときは、ツー

ルバー2段目左側のアイコンをクリック。登録され

たブックマークが一覧表示されるから、このなかか

ら聞きたいものを選べばいい（図6）。なお、ブック

マークには最初から、DSP Group社が作成したサン

プルデータのURLが多数登録されている。

ブックマーク登録ダイアログボックス。タイ
トルを入力したら、OKボタンをクリック。

ブックマーク編集ダイアログボックス。

登録したブックマークの呼び出し。

図4

図5 図6
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■ 種別：フリーウェア
■ 対応：Windows
■ バージョン：0.8Beta
■ 動作環境
・486以上のCPU搭載マシン
・サウンドカードまたは内蔵サウンド機能
・9600bps以上のモデム接続か専用線接続

■ 開発：VocalTec社
■ 入手先：

ftp://ftp.vocaltec.com/beta/iwave02.exe
ftp://ubique.digex.net/pub/outgoing/vocaltec/iwave02.exe
ftp://ftp.fast.net/vocaltec/iwave02.exe

■ 関連情報：
http://www.vocaltec.com/iwave.htm
http://www.vocaltec.com/green.htm

RealAudioの対抗馬その2は、クリーンテクノロジーで勝負する

ソフトの概要 ──────────
InternetWave（以下IWaveと略）は、IPhone

を開発したVocalTec社が作ったオーディオ・オンデ

マンドシステムだ。TrueSpeechとほぼ同時期にベ

ータ版がリリースされたIWaveの一番の特徴は、や

はり音質の良さ。独自の方式でエンコードされたデ

ータには次の4種類のフォーマットがあるが、このな

かでもっとも高品質のフォーマットを使うと、FM放

送並みのサウンドが得られるのだ。

・VSC77……回線速度9600bps以上に対応。16

ビット／5.5KHz以上でサンプリングしたデータ

を圧縮する。

・VSC112……回線速度14.4Kbps以上に対応。

16ビット／8KHz以上でサンプリングしたデータ

を圧縮する。

・VSC154……回線速度28.8Kbps以上に対応。

16ビット／11.025KHz以上でサンプリングした

データを圧縮する。

・VSC224……回線速度28.8Kbps以上に対応。

16ビット／16KHzでサンプリングしたデータを圧

縮する。

VSC112とTrueSpeechの音質を聞き比べると、

IWaveのほうがノイズが目立たず、サウンドもシャ

キッとしている。特に音楽番組を提供するサーバー

では、同じサウンドデータを複数のフォーマットで

エンコードし、接続環境に合わせて再生ファイルを

選べるようになっているところが多い。番組を作る

側も、やはりできるだけいい音で聞いてもらいたい

のだろう。

VocalTec社は、IWaveの技術を「グリーンテク

ノロジー」だと主張する。他の同系統のシステムは、

サウンドデータの転送にUDPプロトコルを使ってい

る。UDPはデータフロー制御ができないから転送中

にパケットの損失が多く、それが音質の劣化を招く。

それに対してIWaveはTCP/IPプロトコルを使ってい

るからパケット損失が少なく、音質の劣化も防げる。

さらにUDPと違って、限られた帯域幅を占有してし

まう危険もない、というのだ。

TrueSpeechと同じように、IWaveシステムも専

用サーバーを用意する必要がない。HTTPサーバー

の設定ファイルに、IWaveの設定を加えるだけでい

いのだ。また、HTTPサーバーにcgiプログラムを追

加すれば、再生中のファイルをランダムアクセスす

ることもできるようになる。VocalTec社からこのcgi

がリリースされているが、まだIWaveプレイヤーの

ほうがランダムアクセスに対応していない。また、別

のユーティリティを使えば、ライブ放送も可能だ。

インストールと設定 ───────
自己解凍形式の圧縮ファイルIWAVE02.EXEを

ダウンロードしたら、適当なディレクトリにコピー

し、次の手順でインストールする。

1ファイルマネージャーまたはエクスプローラーか

らIWAVE02.EXEをダブルクリックするか、プロ

グラムマネージャーのFileメニューから“RUN

（実行）”を選び、IWAVE02.EXEを実行する。

2復元したなかにあるインストールプログラム

SETUP.EXEを、ファイルマネージャー、プ

ログラムマネージャー、またはエクスプロー

ラーから実行する。

3指定したディレクトリ（フォルダー）に、必要な

ファイルがインストールされる。

図3

図2

図1

起動直後、再生終了後はIPhoneの
アイコンが表示される。

ファイルを探している最中のアニメ
ーション。

再生中のアニメーション。

バッファーにデータをためている最中
のアニメーション。

データを待っている最中のアニメー
ション。

シンプルなIWaveのウィンドウ。ス
テータス表示のアニメーションがか
わいらしい。

ヘルパーアプリケーションの登録。指定
し終わったら、OKボタンをクリック。

番組情報
jhttp://www.vocaltec.com/sites.htm
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以上でインストールは完了するが、TrueSpeech

同様、ブラウザーにヘルパーアプリケーションとして

登録しなければならない。その方法は次のように2つ

ある。

■マニュアル設定

TrueSpeechと同じように、ブラウザーのヘルパ

ーアプリケーション設定ダイアログを開き、MIMEタ

イプやアプリケーション名などを登録する。たとえ

ばNetscapeでは“New...”ボタンをクリックして、

各項目を以下のように指定する。

・MIME: application

・Subtype: vocaltec-media-desc

・Extensions: vmd

・Action: Launch Application

・Extensions:の欄は、空白のままでもかまわない。

次に“Browse . . .”ボタンをクリックして、

IWaveのプログラムファイルを指定する。“OK”

ボタンをクリックすれば、登録完了だ（図1）。

■IWaveファイルのあるホームページにアクセスする方法

IWave対応のファイルを置いてあるページで番組

名や曲名をクリックすると、未登録の場合には

“save”（データをセーブする）か、“configure a

viewer”（ビューアを設定する）かを聞いてくる。こ

こで“configure a viewer”を選び、IWaveのプロ

グラムファイルを指定する。ただし、Netscapeでこ

の方法を使った場合、プログラム終了と同時に設定

が失われてしまう。そこで、Netscapeを終了する

前にヘルパーアプリケーション登録ダイアログを開

き、“OK”ボタンをクリックして設定内容をセーブ

する必要がある。

操作手順 ────────────
一見、サウンド再生ソフトには見えないIWaveの

ウィンドウだが、慣れるととても使いやすい。現在、

どんな状態かをアニメーションで知らせてくれるのだ

（図2）。

起動直後、IPhoneのアイコンがあった右上の一

角には、ステータスを示すアニメーションが表示さ

れる。IWaveファイルにリンクするブラウザー上の

アンカーポイントをクリックすると、まず男がサーチ

ライトを照らすアニメーションが見られる。再生中

はラジカセをかついだ男が踊っているようなアニメー

ションになり、ポーズをかけると立ち止まるのだ（図

3）。ウィンドウ下段には、テキストでもステータス

が表示される。また、VocalTec社のロゴの下には

再生中のサウンドファイル名が表示される。

IWaveは、バッファーがいっぱいにならないと、

再生が始まらない。TrueSpeechよりさらに大きな

バッファーが確保されているようで、データがたまる

までに少々時間がかかる。28.8Kbps以上の回線速

度に対応したVSC154や224フォーマットでエンコ

ードされているファイルにアクセスすると、待ち時間

はさらに長くなる。バッファーにどの程度データが

たまったかを示すのが、右下の緑の部分。エリア全

体が緑色になれば、バッファーがいっぱいになった

証拠だ。

バッファーが空になると再生は中断され、再びい

っぱいになるまで再開しない。その下の赤いバーは

受信データの帯域幅を示すインジケーターで、バー

が長いほど高速でデータが転送されていること表し

ている。また、データにアクセス中は、緑のエリア

と赤いバーの間に白と黒の縞模様が表示される。

左側の丸い部分は操作パネルだ。中央の赤い三

角ボタンをクリックすると、再生が始まる。再生中

はこのボタンがポーズマークに変わり、クリックする

とポーズがかかる。

再生が進むにつれて周囲にブルーのバーがのびて

いき、ちょうど一周したところで再生終了だ。この

ブルーのラインをドラッグすれば、途中から聞いた

り、あるいはすでに再生し終わった部分を聞き返す

ことができる。ブルーのラインの内側に見える丸い

部分は、VTRのシャトルノブのようなものだ。この

ノブをスローノブといい、再生ポイントを微調整す

るときに使う。ただし、現在のバージョンでは、こ

のランダムアクセス機能はうまく動作しない。

操作パネルの上には時間が表示される。ここをク

リックすると、それまでの再生時間と残り時間の表

示を切り替えることができる。パネルの下のレバー

は、ボリュームだ（図4）。

Fileメニューから“Open...”を選ぶと、オープ

ンダイアログボックスが開く。ここで入力フィール

ドにURLを入力すれば、IWaveからダイレクトに

IWaveフォーマットのファイルにアクセスできる。

IWaveにはヒストリー機能が付いているので、これ

までアクセスしたファイルのURLが記録されている。

入力フィールド右の矢印ボタンをクリックすると、ヒ

ストリーリストが表示されるから、ここから適当な

ものを選べばそのファイルにアクセスしてくれる（図

5）。なお、ヒストリーに記録されるURLの数は、設

定したディスクキャッシュの量によって変わる。

図5

これまでアクセスしたファイルのヒ
ストリー。ディスクキャッシュの設
定によって、表示件数は変わる。

再生時間／残り時間表示

プレイ／ストップボタン

ステータス表示（テキスト）

再生ボリューム

スローノブ

再生済みのデータ量。
ドラッグして早送り／
巻き戻し

転送データの帯域幅
アクセスサイン

バッファーにたまったデータ量

アクセス中のファイル名

ステータス表示
（アニメーション）

図4
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■ 種別：フリーウェア
■ 対応：Windows
※Mac、UNIX版も近々リリースの予定

■ バージョン：0.1.0
■ 動作環境：
・486DX 33MHz以上のCPU搭載マシン
・Windows 3.X／NT／95

・サウンドカード
・RAM 8MB以上
・14.4Kbps以上のモデム接続か専用線接続

■ 開発：VDOnet社
■ 入手先：ftp://206.5.131.11/pub/vdoplay1.exe
■ 関連情報：http://www.vdolive.com/

28.8Kbpsモデムで毎秒10～15フレームのビデオ再生

ソフトの概要 ──────────
元DSP Groupの役員2人が設立したVDOnet社

のVDOLive（ヴィ・ドゥー・ライブ）は、Stream-

Worksに続くカラー映像＋音声リアルタイム再生シ

ステムだ。登場から間もないシステムのため、今の

ところこれを使った番組はほとんどない。しかし数

少ないデモを見るかぎり、StreamWorksとは違っ

た魅力を持っている。

VDOLiveは、オンデマンドサービスに的を絞った

リアルタイム再生システムで、ライブ機能はない。

StreamWorksのように、回線別に複数のデータフ

ォーマットを持っているわけでもない。あくまでも、

モデム接続である程度のフレームレートが確保でき

るようにデザインされている。28.8Kbpsモデムでも、

毎秒10～15フレームで動画が再生できるのだ。た

だし、それは接続状態が良好な場合だ。必要な帯

域幅より極端に低い速度で接続されると“スライド

ショーモード”に切り替わり、約2秒ごとにフレーム

が切り替わるようになっている。

StreamWorksは回線速度が速くないと、あまり

能力を発揮できない。それに対してVDOLiveは、低

速回線でもそれなりのカラー映像が見られる。音声

も悪くない。画面は小さいが、モデム接続ではVDO-

Liveのほうが実用的といえそうだ。

インストールと設定 ───────
自己解凍形式の圧縮ファイルVDOPLAY1.EXE

をダウンロードしたら、次の手順でインストールす

る。

1プログラムマネージャーのFi leメニューから

“RUN（実行）”を選択し、VDOPLAY1.EXE

を実行する。Windows95では、VDOPLAY1.

EXEをダブルクリックしてもいい。

2同様の手順で、復元したファイルのなかにある

INSTALL.EXEを実行する。

3新しいディレクトリ（フォルダー）VDOPLAYが

作成され、このなかに必要なファイルがインスト

ールされる。

インストールが完了したら、他のソフトと同様の

方法でブラウザーにヘルパーアプリケーションとして

登録しなければならない（図1）。設定データは次の

とおり──。

・MIME: video

・Subtype: vdo

・Extensions: vdo

・Action: Launch Application

操作手順 ────────────
対応するファイル名をクリックするとVDOPlayが

自動的に立ち上がり、バッファーがっぱいになると

再生が始まる。画面サイズを通常の2倍、またはフ

ル画面に拡大することもできるが、ドットが粗くな

るだけでそれほど効果はない。ストップボタンをクリ

ックすれば、再生がストップする。ただし現在のバ

ージョンは、ストップボタンをクリックするとそのま

まプログラムも終了してしまう。

画面サイズを設定するチェックボックスの下はボ

リュームで、その左はデータ転送速度を示すインジ

ケーターになっている。

VDOLiveから、直接サーバーにアクセスすること

もできる。起動後または再生をストップしたあとで

再生ボタンをクリックすると、オープンダイアログボ

ックスが開く。ここに、見たいビデオファイルのURL

を入力するのだ。例えば、次のように指定する。

vdo://pluto.vdo.co.il:100/c¦/movies/movie.avi

このURLをセーブすることもできるが、今のバー

ジョンにはオープンする機能がまだ付いていない。

前に書いたように、VDOLive対応の番組がまだ

少ないのが残念だ。

番組情報
jhttp://www.vdolive.com/vdosmore.htm

図4

図3

図2

図1

起動後またはビデオ再生が終わったあと再
生ボタンをクリックすると、オープンダイ
アログボックスが開く。ここに指定された
フォーマットのURLを入力すれば、サーバ
ーにダイレクトにアクセスできる。

再生中。良質とはい
えないまでも、それな
りの画質と音質だ。

VDOLiveの起動画面。デ
ータを一定量読み込むま
でに、少々時間がかかる。

ヘルパーアプリケーションとして登録されると、Prefer-
encesダイアログボックスにはこのように表示される。
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■ 種別：フリーウェア
■ 対応：Windows、Macintosh
■ バージョン：1.00
※Mac版には68kMac版、PowerMac版、その両方に対応するFatBinary
版と、PowerMac9500以降で採用されたOpenTransport対応版がある。

■ 動作環境
<Windows>
・486 33MHz以上のCPU搭載マシン ・Windows 3.X／NT／95
・サウンドカード ・RAM 8MB以上　・2MB以上のハードディスク空き
スペース ・14.4Kbps以上のモデム接続か専用線接続

<Macintosh>
・68030 25MHz以上のCPU搭載マシン ・System7／漢字Talk7.1以降

・RAM 8MB以上　・2MB以上のハードディスク空きスペース ・Sound-
Manager 3.X（System 7.5、漢字Talk 7.5では不要） ・14.4Kbps以上
のモデム接続か専用線接続

■ 開発：Progressive Networks社
■ 入手先：
http://www2.realaudio.com/release/download.html
※マイクロソフトのWindows95専用ブラウザーInternetExplorerには、RealAudio
がバンドルされている。InternetExplorerは、Windows95のオプションCD-ROM
「Microsoft Plus!」に入っているが、マイクロソフトまたはMSN（マイクロソフトネ
ットワーク）のホームページからも入手できる。

http://www.msn.net/
http://www.microsoft.com/

■ 関連情報：http://www.realaudio.com/

バージョン2.0のリリースでさらにパワーアップ

図1

図4

図3

図2

インジケーターのレバーが右端までたどり着
くと番組終了。右下には、再生開始から
の時間と番組全体の長さが表示される。

FileメニューからOpen Location...（Mac
版はOpen URL...）を選ぶと、このダイ
アログボックスが開く。ここにURLを入
力すれば、指定したファイルに直接アク
セスできる。

RealAudioの起動画面。再生中、右上
の三角ボタンで、好きな位置にランダム
アクセスできる。

インストールと同時に、ヘルパーアプ
リケーションの登録も行われる。

ソフトの概要 ──────────
RealAudioは、インターネット初のオーディオ・

オンデマンドシステムだ。待ち時間ほとんどゼロ、ク

リックしたその場でニュースや音楽が聞けるRealAu-

dioは瞬く間に人気者になったのだった。

あっという間にRealAudioを使った番組が世界中

で提供されるようになったが、唯一の欠点は音質。

前に紹介したように、現在RealAudioのライバルは

2つある。どちらも音質の良さが売り物だ。しかし

その反面、回線状態が良くないと再生音が途切れ

やすいという弱点がある。特に、IWaveにその傾向

が強い。ところが、RealAudioはいったんアクセス

すると、よほど回線状態が悪くならないかぎり再生

音が途切れないのだ。

再生中にランダムアクセスできるのは、今のとこ

ろRealAudioだけだ。ウィンドウの巻き戻し／早送

りボタンをクリックしたり、インジケーターのレバー

をスライドさせたりすれば、好きな場所から自由に

再生を再開できる。さらにオンデマンドサービスだ

けでなく、ライブ放送までできる。

しかし、開発元のProgressiveNetworks社も音

質を気にしていたようだ。1995年12月にリリース

が始まる予定のバージョン2.0では、FM放送並みの

音質で再生できるようになる。それだけではない。

RealAudioサーバーも強化され、ライブ放送を同時

にアクセスできる人数が大幅に増えるという。また、

Netscape 2.0のPlug-inにも対応してウィンドウ内

で再生できるようになる。さらに、ページの内容に

同期させて再生をストップしたり、再開したりとい

ったこともできる。

そんな期待の2.0のベータ版は、この号が店頭に

並ぶ頃にはリリースが始まっているはずだ。

インストールと設定 ───────
ダウンロードしたファイル（Windows版はRAWIN

100.EXE、Mac版はReal Audio Installer）は、イ

ンストールプログラムだ。そこで、このファイルを実

行するだけでインストールは完了する。

Windowsの場合は、プログラムマネージャーの

Fileメニューから“RUN（実行）”を選び、ダウン

ロードしたRAWIN100.EXEを実行する。あるいは、

ファイルマネージャーからRAWIN100.EXEをダブル

クリックしてもいい。またWindows95では、

START（スタート）メニューから“RUN（ファイ

ル名を指定して実行）”を選んでRAWIN100.EXE

を実行するか、エクスプローラーからRAWIN100.

EXEをダブルクリックする。

一方、Macでは、ダウンロードしたReal Audio

Installerをダブルクリックする。

どちらもインストールの途中で、ブラウザーに何

を使うか聞いてくる。ここでふだん使っているブラ

ウザーを指定すれば、ヘルパーアプリケーションの設

定も行われる（図1）。ただし、ブラウザーをバージ

ョンアップしたり、別のブラウザーを使うときには、

ヘルパーアプリケーションの登録をやり直さなければ

ならない。設定データは次のとおりだ。

・MIME Type: audio

・Subtype: x-pn-realaudio

・Extensions: ra,ram

・Action: Launch Application

操作手順 ────────────
RealAudio対応の番組を提供しているサーバーに

アクセスし、聞いてみたいニュースや曲名をクリッ

クすれば、ファイルへのアクセスが始まる。

RealAudioには数十分から1時間前後続く番組

も多いが、いくらリアルタイム再生といっても最初

から最後まで聞くのはかったるい。そんなときに便

利なのが、ランダムアクセス機能だ。最近はタイム

テーブル付きの番組もあるから、それを見ながら再

生ポイントを変更すれば、聞きたい部分だけ聞ける

のだ。巻き戻し／早送りボタンをクリックするか、

インジケーターのレバーをドラッグすれば、再生ポイ

ントを自由に変えられる。

特定のファイルに直接アクセスすることもできる。

Fileメニューから、Windows版は“Open Loca-

tion...”を、Mac版は“Open URL...”を選んで、

ファイルのURLを指定するのだ。たとえば、次のよ

うに入力する。

pnm://www.realaudio.com/rafiles.welcome.ra

ニュースから音楽、インタビューやスピーチ、占

いまで、RealAudioの番組はいくらでもある。音質

はさておき、コンテンツの充実度ではRealAudioが

一番だ。

番組情報
jhttp://www.realaudio.com/
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